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【手続補正書】
【提出日】平成30年7月6日(2018.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　胎児の酸素化をモニタリングするためのシステムであって、
　前記システムは、
　プロセッサ、光源、およびディスプレイを含むモニター、
　ケーブル、および
　ユーザーの２本の指の指先で把持され、かつケーブルを介してモニターに連結されるよ
うに構成されるプローブヘッドを含み、
　プローブヘッドは光出力部と音響トランスデューサを含み、プローブヘッドは少なくと
も１つの側方の溝、または指先を収容するためのプローブヘッドの中央部を囲む連続的な
丸い溝を含み、
　少なくとも１つの側方の溝または連続的な丸い溝は、垂直な軸に対して第１の横方向に
方向付けられ、ケーブルは、ユーザーの２本の指によるプローブヘッドとケーブルの取り
扱いと挿入を容易にするために第２の横方向に配向され、
　光源はプローブヘッドの光出力部を通って胎児に放射される光を生成するように構成さ
れ、
　音響トランスデューサは放射された光に応じて生成される音圧を検知するように構成さ
れ、
　プロセッサは検知された音圧に応じて胎児の酸素化を判定するように構成され、および
、
　ディスプレイは判定された酸素化を表示するように構成される、システム。
【請求項２】
　光出力部はプローブヘッドのハウジングから外に伸びる先端部を含む、請求項１に記載
のシステム。
【請求項３】
　モニターの光源は１つ以上のレーザーダイオードまたは発光ダイオードを含み、あるい
は、
　モニターの光源は１μＪ－１ｍＪのエネルギーを有する光を生成するように構成される
、請求項１または２に記載のシステム。
【請求項４】
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　モニターの光源は、６８５－７１５ｎｍ、７１５－７４５ｎｍ、７４５－７７５ｎｍ、
７９０－８２０ｎｍ、または８４５－８７５ｎｍの２以上の範囲の波長を有する光を生成
するように構成され、および、
　随意に、モニターの光源は、７００ｎｍ、７３０ｎｍ、７６０ｎｍ、８０５ｎｍ、また
は８６０ｎｍの２以上の範囲の波長を有する光を生成するように構成される、請求項１－
３のいずれかに記載のシステム。
【請求項５】
　ケーブルは、光源により生成される光をプローブヘッドの光出力部へ方向づけるように
構成された１つ以上の光ファイバーを含む、請求項１－４のいずれかに記載のシステム。
【請求項６】
　プロセッサは検知された音圧に応じて胎児の静脈の酸素化を判定するように構成される
、請求項１－５のいずれかに記載のシステム。
【請求項７】
　光出力部は、プローブヘッドのハウジングから外に伸びる先端部を含み、または、光出
力部は１つ以上の光ファイバーを含む、請求項１－６のいずれか１つに記載のシステム。
【請求項８】
　音響トランスデューサは圧電トランスデューサを含む、請求項１－７のいずれか１つに
記載のシステム。
【請求項９】
　プローブヘッドは、音響トランスデューサが位置付けられる内部空間を規定するハウジ
ングを含み、光出力部がその内部空間を通り、または、
　プローブヘッドは音響トランスデューサのための増幅器をさらに含み、または、
　プローブヘッドは、電磁干渉から音響センサーと増幅器を保護する電磁シールドを含み
、または、
　プローブヘッドは、プローブヘッド内の望ましくないリンギングを吸収するように構成
された音響減衰器をさらに含む、請求項１－８のいずれか１つに記載のシステム。
【請求項１０】
　光出力部は、モニター内の光源によって生成される光を向けるように構成される、請求
項１－９のいずれか１つに記載のシステム。
【請求項１１】
　プローブヘッドは１μＪ－１ｍＪのエネルギーを有する光を放射するように構成される
、請求項１－１０のいずれか１つに記載のシステム。
【請求項１２】
　光出力部によって放射される光は、６８５－７１５ｎｍ、７１５－７４５ｎｍ、７４５
－７７５ｎｍ、７９０－８２０ｎｍ、または８４５－８７５ｎｍの２以上の範囲の波長を
有し、随意に、光出力部によって放射される光は、７００ｎｍ、７３０ｎｍ、７６０ｎｍ
、８０５ｎｍ、または８６０ｎｍの２以上の範囲の波長を有する、請求項１－１１のいず
れか１つに記載のシステム。
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